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1１．まえがき
近年，各種企業のグローバル化に伴い，高専教育においても
国際交流・グローバル化が推進されている．今までは，アジアを
中心とした国々からの外国人留学生の受け入れが中心であっ
た．最近では海外インターンシップであったり，海外提携校と
の交換留学制度などを利用して，国内学生が海外で様々な体
験をしてくることも増えてきた．本校でもオーストラリアの
バララット大学との平成 18 年の姉妹校協定締結の中，２週間
に渡る英語研修やホームステイなどが行われている．
一方で，近隣国の技術系大学との国際交流として，国立高
等専門学校機構（以下高専機構と略）との姉妹校協定や学術交
流協定の中から，平成 23 年度にタイのキングモット工科大
学から短期留学（受入）プログラムに基づき，情報系の２名の
女子学生を約１ヶ月間にわたり受入れた．この際には，専門
留学生ショートスティ受入れのための電子情報系カリキュラム
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科目の日本語での講義を聴講してもらったり，Web アプリ
ケーション開発と組込み系の実験テーマを体験してもらって
いる．
また，平成 25 年度には同様に，香港 VTC（Vocational 
Training Council: 香港職業訓練協議会）より情報系の受
入れの計画が進められている．
本論文では，２章において高専機構や福井高専などでの
国際交流への取り組みについて総括する．また，平成 23
年度のキングモット工科大学からの短期留学の際の講義や
実験等のカリキュラムについて，３章において説明する．
さらに，平成 25 年度にも同様の短期留学生受け入れを予
定していることから，前回の留学生受入れでの成果と反省
を踏まえ，どのようなカリキュラムでの受入れを検討して
いるのかを４章において紹介する．最後に，これらの留学
生受入れについて５章において総括する．
＊電子情報工学科（Department of Electronics and Information Course）
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２．国際交流短期留学生受入れプログラム
全国の高専では，世界 30 ヶ国から約 470 名の留学生が
学んでいる．これまでは，その多くが日本政府（文部科学
省）から奨学金を受けている国費留学生と，マレーシア政
府などから派遣された政府派遣留学生であった［１］．これ
らの留学生は半年間の日本語研修を受けた後，本科３年に
編入となるため，ある程度の配慮は必要なものの，通常の
日本語で受講している．さらに，留学生の多くは国立大学
の３年次に進学している．
福井高専では，オーストラリアのバララット大学（University 
of Ballarat）と平成 18 年度に姉妹校協定を締結し，交換
留学を実施している．この制度では，バララット大学の学
生の訪問を受け入れたり，本校学生がバララット大学を２
週間訪問し，英語研修や文化交流を行っている［２］．
一方，舞鶴高専では，タイのキングモンクット工科大学
カラバン校（King Mongkut's Institute of Technology 
Ladkrabang）との学術交流協定を平成 17 年度に締結し，
毎年双方での学生交流事業を実施している．これを受けて
平成 22 年度に設置された中部日本海高専会議での実績紹
介から，高専機構では工科大学との交流協定を締結し，こ
れらの国際交流事業は香港・インドネシア・マレーシアの
高等教育機関へと拡大している［３］．
福井高専でも，学生の国際交流の経験から国際性を涵養
すべく，高専機構とキングモンクット工科大学との協定を
結び，これに基づく平成 23 年度短期留学（受入）プログラ
ムにより，10 月３日（月）から 10 月 30 日（日）までの期間
にて２名の女子学生の短期留学生を電子情報工学科で受
け入れた．
３．平成 23 年度キングモンクット工科大学受入れ
福井高専では，平成 23 年度短期留学（受入）プログラム
に参加するにあたり，比較的天候が良い学期始まりでかつ学
生と積極的に交流できる時期ということで，10 月の一ヶ月
間での受入れとなった．この時期は，高専祭・高専主催クラッ
シックコンサート・高専ロボコン地区大会と高専らしい様々
なイベントもあり，これらの見学なども通して日本の技術系
高等専門学校を理解してもらうことが期待できた．
しかしながら，実際にどういった学科の学生が何人で来
校するのか判明し，本学科での受入れが決まったのは，受
入れの約一ヶ月前という状況であった．この段階で，10
月３日 -10 月 31 日の期間で“Information Engineering”
所属の２名の女子学生（図１参照）で，午前中は電子情報
の専門科目を含む通常の日本語の授業を聴講し，午後は卒
研のように教員指導のもと実験を計画した．
図１：平成 23 年度のキングモット校からの学生
３．１　短期留学生のカリキュラム
この方針を受け電子情報工学科では，表１のような時間
割で対応することとなった．
受入れ期間中の生活面でも，きめ細かいサポートがで
きるように，学寮では留学生と電子情報工学科の２名と，
電子情報工学科での講義のサポートとして２名の学生が
チューターとして対応を行った．
カリキュラムを実施するにあたり，受入れ学生が専門科
目についてどのような home ground を持っているのか分
からない点もあり，本学科のハード系・ソフト系・理論系
など幅広く聴講できるようなカリキュラムを選定した．聴
講にあたり５年電子情報工学科には，モンゴルからの留学
生が在籍し英語にも堪能であったことから，英訳した講義
メモを見てもらうなどの対応が可能であった．
３．２　PHP を用いた Webアプリケーション実験カリキュラム
前節に示したような時間割の午後は，卒業研究の導入の
ような実験テーマを体験してもらうという目的から，２つ
の実験テーマを各１週間づつ体験してもらうこととなっ
た．受入れ前の学科での打ち合わせで以下２つの実験テー
マを選定した．
１．Web アプリケーションの実験であれば理解力に応
3じて，その場で柔軟に実験内容を基礎や応用に切り
替えられる．
２．組み込み系の実験で電子と情報の知識を組み合わせ
た体験をしてもらう．
受入れで来校した際に，本国でのプログラミング経験を
尋ねたところ，応用アプリを用いた実験テーマなどの経験
があるものの，一般的なＣ言語などのプログラミング経験
も，組み込み系や Web アプリケーションといった応用に
ついては経験が無いようであった．
そこで，PHP を用いた Web アプリケーション開発の実
験ということで，（１）Web システムの概論および HTML
の基本，（２）PHP 言語の文法理解，（３）データの取扱い
と OS での読み書き権限の設定，（４）簡単なアンケートア
プリケーションの開発などを体験してもらった．
２名とも，PHP のプログラミングは初体験であり，基
礎的な PHP の演習の後，アンケートプログラムの開発と
ステップアップを狙ったが，プログラミング自体の経験も
浅いようで，彼女達だけで次々とプログラムを作成してい
くのは困難であった．
３．３　Ardu ino による組込み系実験カリキュラム
２つめの実験テーマでは，組込み系の実験テーマという
ことで，簡単に物理情報を取り扱うプログラミングである
“フィジカルコンピューティング”を体験してもらうため
に，安価な組込み系 CPU ボードである Arduino を用い
た実験を行った．
本国の大学で“Information Engineering”に所属して
いることから考えて，未経験の組込み系のプログラミン
グと実験を行うことが，本留学生にとって有益であると考
え，基本的なセンサーを使った入力から LED 出力までの
実験を指導した．
実際の実験では，（１）Arduino の実験ボードの概要説明，
（２）LED などの点灯プログラムなどの体験（３）各種セン
サーなどの入力実験などを行った．最終的には，超音波セ
ンサーで計測した反響音の遅延時間を，相当する距離に変
換し，７セグメント LED に表示させるまでのプログラミ
ングを行った．（図２参照）
図２：実験により作成した作品
慣れない組込み系のプログラミングになるとの当初の
予想から，指導にあたって Arduino 導入実験用のキット
（「Arduino をはじめよう」キット : スイッチサイエンス社）
と英語の解説書［４］などを準備し，指導を行った．最初
に，指導書に示された簡単な実験などを自主的に進めるよ
うに指導したこともあり，目標とした距離センサーを完成
させることができた．
４．平成 25 年度短期留学生受入れ計画
現在，高専機構では香港ＶＴＣとの交流協定に基づき，
福井高専でもいくつかの交流事業が行われている．平成
25 年１月には，平成 24 年度短期留学（受入）プログラ
表１：講義カリキュラム
月 火 水 木 金
１ 計算機＊１ 電子 日本 データ 情報通信＊２
２ システム 情報 文化 ベース システム
３ 英語 工学 システム 計算機 日本語
４ 実験 工学 アーキテクチャ
５ Arduino , PHP の実験
６
７ 日本語 日本語
＊１：専攻科１年カリキュラム，＊２：電気電子５年カリキュラム
留学生ショートスティ受入れのための電子情報系カリキュラム
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ムとして，５日間にわたり女子学生４名 , 指導教員１名の
訪問をうけ，各学科の実験設備や授業風景などの見学など
の体験を行っている．（図３参照）
図３：2012 年度香港 VCT 短期留学受入（写真後側）
平成 25 年度について国際交流委員会を中心に，キング
モンクット工科大学からの短期留学受入れや，香港 VTC
からの短期留学の受入れが検討されている．電子情報工学
科では，詳細は国際交流委員会にて検討中であるが，香港
VTC より女子学生２名もしくは４名を，約１ヶ月間の受
入れにて検討をを行っている．受入れ時期については，本
校の行事予定の都合から 10 月もしくは 11 月にて検討が
行われているが，相手校は年度をまたぐことから現在調整
が行われている．
香港 VTC は，香港の複数の職業訓練校からなる団体で
あり，職業訓練の位置づけからも，タイのキングモンクッ
ト工科大学と同様に Web プログラミングや組込み系の制
御実験などの経験は少ないと予想される．このことから，
電子情報では前回と同様の実験テーマを計画している．し
かし，PHP での Web 開発や Arduino による実験は，初
級開発者向けの実験テーマで広く普及してきていること
から経験に応じて，Web アプリケーションと制御系との
連系や，組込み系とネットワークとの連系といったテーマ
にも対応できるような準備を検討している．
３章で述べた留学生受入れ学生の際には，少しでも宿舎
などで実験ができるようにと，自分達のパソコンに組込み
系の Arduino 開発環境を導入してもらった．しかし，１
人のノートパソコンの OS が起動しなくなるというトラブ
ルも発生した．その時には，新しいパソコンで保証が効く
とのことから本国に帰ってからのノートパソコンの修理
となったが，今後はトラブルを避けるためにも研修期間中
のパソコン貸与などの対応も重要であると考えられる．
５．総括
最近の国際交流の活発化の中で，電子情報工学科では平
成 23 年度にキングモンクット工科大学から２名の女子学
生を一ヶ月間に渡り短期留学生として受け入れを行った．
受入れ学生は日本語の語学力は一切なく，英語だけのコ
ミュニケーションとなることから受入れ側の英語力が要
求される．またタイの学生であることから英語の発音にも
癖があり，実験などの準備の際には，英語の一般的な指導
書などを準備しておくことが重要であると感じた．
専門系の実験では，PHP 言語による Web アプリケーショ
ン開発と，Arduino を用いた組込み系の制御実験によって
指導を行った．受入れ最終決定から実際の受入れまでに時
間が短かったことから，受入れ学生の今までのスキルなど
を確認するといった余裕もなく，学生の状況に応じて基礎
的内容で行ったり，応用的な内容にまで踏み込んだりと，
柔軟に対応できる実験テーマを準備する必要があった．
一方で，聴講生を受入れた５年電子情報工学科の学生も
一ヶ月に渡る交流を通して，貴重な体験が得られた．さら
に，実験の指導にあたり教員自身も実験指導を，つたない
英語やボディランゲージを交え実施した経験は，今後の
様々な形態の留学生受入れに貴重な経験であった．
今後もこういった経験を踏まえ，更なる国際交流の活性
化に向けた協力体制を整えていきたい．
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